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民間英語検定は大学の語学教育で
どう活用されるか

―明治大学国際日本学部における実例―

2023年3月13日 明治大学 大須賀直子

1



最近の大学英語教育の傾向

「大学の英語教育の目的は教養から実用へ」

（JACET第４次実態調査委員会『大学英語教育の担い手に関する総合的
研究』2018年）

2009年の調査：目的として「教養や諸外国の文化・事情の理
解」をあげる回答が多かった。

2017年の調査：「グローバルな知識や情報の収集、発信をす
るための英語能力」、「多様な社会、異文化への対応できる
能力」などが重視されている。
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背景

社会情勢の変化

21世紀に入って、経済・社会のグローバル化が加速度的に進む

国際共通語としての英語の重要性が高まる

・2002年：文部科学省「『英語が使える日本人』の育成のための戦

略構想」「同行動計画」

・2012年：グローバル人材育成推進会議「グローバル人材育成戦略」

民間英語検定が到達目標に使われたり、入試での活用が

推進されるようになった。
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明治大学国際日本学部の英語教育

明治大学国際日本学部：2008年創設

学部の目標：世界と日本をつなぐ人材の育成

日本の魅力を世界的な視座から理解し、世界に向けて発信

することができる力、そして世界の事情を日本の視座から理解

し、日本への教訓を取り出して、日本に向けて発信することが

できる力の育成 （2023年度学部ガイドより）

4



目標達成のためにー

・幅広く多彩な領域の科目

日本の産業・社会・文化に関する科目

世界の文化・思想に関する科目

国際関係に関する科目 等

・実践的な英語教育

・海外留学プログラムの推進

・主体的な学びの演習

・多文化共生のキャンパスの創生

5



本学部の英語教育

 ▶到達目標

・英語圏の大学に留学して支障なく授業につい

ていけるレベル

・英語でビジネスが不自由なくできるレベル

＊英語外部試験の到達目安

・TOEIC®スコア：800/990
・TOEFL® iBTスコア：80/120
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英語教育の特長

・週５～６コマの集中的な英語教育

・習熟度別の少人数教育

・統一カリキュラム・統一教材・統一テスト

・豊富な選択科目

・ネイティブスピーカーを中心とする英語教育専門の教授

・カンバセーションアワーの充実
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本学部における民間英語検定の活用

入試 1年春学期 1年秋学期 2年春学期 2年秋学期

４技能試験 TOEFL® ITP TOEFL® iBT         TOEIC® L&R    TOEIC® L&R・S&W
（主に英検）

1年次の

英語クラ
ス分け

2年次の英

語クラス分
け、留学の

選考

期末試験
として使用

期末試験
として使用

IP テスト IPテスト
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入試時：４技能試験

学部別入試

＊この他にも全学部統一試験枠（28人）のうち、18人が4技能活用方式
となる。

方式 人数 科目

3科目方式 130人 英語、国語、地理歴史

４技能活用方式 100人 国語、地理歴史
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入試時：４技能試験

試験の種類 必要なスコア

実用英語技能検定（英検） 準１級以上

TEAP 309以上

TOEFL iBT® 72点以上

IELTS 5.5以上

TOEIC® L&R 及び S&W L&Rで785点以上かつS&Wで310点以上

GTEC 1180点以上

ケンブリッジ英語検定 B2First以上
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入学時：TOEFL® IPT

入学直後に全員が受験する。

１年次英語必修授業のクラス分けに使用

→習熟度別に３レベルに分ける

Advanced level
Upper intermediate level
Intermediate level
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１年次の英語授業

英語必修授業 週６コマ （*English only policy)
Speaking 週２コマ

Listening 週２コマ

Reading & Writing 週２コマ

英語選択授業

TOEFL® Preparation 週２コマ
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１年秋学期：TOEFL® iBT

1年次の11月末までに全員がTOEFL® iBTを受験する。

そのスコアを、留学の選考、2年次のクラス分けに
使用。
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国際日本学部独自の協定留学制度

長期 短期

プログラム名 アカデミック/アカデミック・インターンシップ・プログラム 語学留学 ボランティア
プログラム

4年制大学 2年制大学 インターンシップ

参加可能学年 ２年次～ 全学年

期間 4～11カ月 4週間 3週間

語学基準
TOEFL® iBT

61～ 51～ 61～ なし 41～

＊この他にも大学間の協定留学制度や、個人で出願する認定留学制度もある。
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２年次の英語授業＆TOEICテスト

英語必修授業 週５コマ（*English only policy)

Research Paper Writing （春学期） 週２コマ

Speech and Presentation （春学期） 週２コマ

Advanced Reading & Writing（秋学期） 週２コマ

Advanced Speaking & Listening（秋学期）週２コマ

TOEIC® Preparation（通年） 週１コマ

春学期はTOEIC® L&R IP testを期末試験として使用

秋学期はTOEIC® L&R及びS&W IP testを期末試験として使用
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２年次以降の英語選択授業

Academic writing
Discussion & Debate
Academic Writing
Current English
Integrated English
Practical Drama
Integrated English
TOEFL Preparation (Intermediate/Advanced)
Advanced level TOEIC
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その他の民間英語検定に関する支援

・TOEFL®試験に関するガイダンスの実施

・TOEFL iBT®試験の受験料を補助（上限あり）

・3・4年次を対象にTOEIC® L&Rの受験料補助制度を導入
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結果：TOEFL iBT ®のスコア推移

国際日本学部1年生TOEFL iBTスコア推移
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留学に関する成果

毎年、国際日本学部の学生は、短期プログラムを含め約
200名が留学している。（主に2年生。１学年の日本人学生
の数は約360名）

学内選考、インターンシップ先の選考があるため、希望者
の約80％が留学している。
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結果：TOEICのスコアの推移
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TOEIC® L&R スコア

一般財団法人 国際ビジネスコミュニケーション協会「TOEIC®Program DATA & ANALYSIS
2022」の「Ⅱ-4. 所属学校別受験者数と平均スコア」および「Ⅳ-4. 社歴別受験者数と平均スコア」より
国際日本学部2年生スコアは2022年1月実施TOEIC IP結果より
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出典：一般社団法人国際ビジネスコミュニケーション協会『英語活用実態調査ー企業・団体・ビジ
ネスパーソン 2019』 p.14
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出典：一般社団法人国際ビジネスコミュニケーション協会『英語活用実態調査ー企業・団体・ビジネス
パーソン 2019』 p.14
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民間英語検定を利用するメリット

・学生自身が自分の英語習熟度や学習成果を客観的に知る助けとなり、
英語学習の改善に役立てることができる。

・基準点を上回るスコアや高いスコアを取ることで、希望の留学を実現し
たり、就職の選択の幅を広げたり、希望の仕事に就くことの助けとなる。

・学生やその保護者に、学習の目標や成果を具体的に示すことができる。

・教員側が学生の英語習熟度やその変化を知ることで、指導の改善に役
立てることができる。

・民間英語検定の客観性は、クラス分けや留学選考などを公平に行なう
のに適し、英語プログラムの運営に役に立つ。
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問題点

・英語能力のすべてが測れるわけではない

・試験対策的な学習になりがちである

・目標が達成された後に英語学習のモチベーションが下がり
やすい

☆TOEFLやTOEICで高得点をとることが英語教育の主目的で
はない

☆TOEFLやTOEICの試験対策が英語教育の中心ではない
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１年次

英語必修授業 週６コマ

Speaking 週２コマ

Listening 週２コマ

Reading & Writing 週２コマ

英語選択授業

TOEFL® Preparation 週２コマ
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中心



２年次

英語必修授業 週５コマ（*English only policy)
Research Paper Writing （春学期） 週２コマ

Speech and Presentation （春学期） 週２コマ

Advanced Reading & Writing（秋学期） 週２コマ

Advanced Speaking & Listening（秋学期） 週２コマ

TOEIC® Preparation（通年） 週１コマ
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ご清聴ありがとうございました。
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